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 　保護者会より
保護者会会長林　雅代
　今年度、保護者会会長になりました。子ども達の為に

つい先週までは庭で咲いていた朝顔がふと見ると種 と思って活動しています。

になり秋明菊の白が目に涼しげです。あっという間 保護者会とは字の通り、保護者が中心になって活動して

に十五夜が過ぎてもうすぐ十三夜です。 いくものと思っています。資源回収、フリーマーケット、

楽しかった夏休みを残念に思っている間に冬の楽し 長期のお休み時の給食当番や手作り品の製作などの保護

みがやってきます。にじと風を利用している子ども 者の方の力を必要とする時は沢山有ります。

達は夏が過ぎて一回り大人びてきました。「楽しい 保護者の皆様も日々、お忙しいとは思いますが、出来る

こと」「うれしいこと」「つらいこと」いろんなこ ことからで構いませんので、

とをお友達との「遊び」の中で見つけお互いに支え 保護者会の活動にご理解ご
あったり反発したりの中で見事に学んでいきます。 協力をお願いしたいと思
職員はソーット支えて待っているだけですね。でも います。

そのためには様々な勉強が必要です。知識も技術も

いっぱい学び自分の物にしていきたいです。この４

月から障害福祉サービスを利用するに当たり支給の 全国の放課後休日活動をしている事業所の研修会です

決定を得るためにサービス利用計画案の作成が義務

付けられました。今までは保護者が行政の窓口に行 日時　2013年11月17日（日）　11時より17時まで

き申請書に記入提出すればよかったのですが。相談 会場 社会福祉法人　千葉市手をつなぐ育成会

支援事業所の相談支援専門員が聞き取りをして必要 　でい・さくさべ 参加費500円

なサービスの種類と量を決めてという方法に変わり 千葉市稲毛区作草部2丁目4番5号

ました。申請書がなくなったわけではないので保護 講演「放課後等デイサービスの制度の仕組みと

者にとっては２重の負担感があります。あくまでも 取り組みの創造」

障害福祉サービス受給利用のためではありますがお 午後は分科会になります

伺いしていろんな話が聞けて相談員はうれしいので

すが支給の決定権限はあくまでも行政にあり不満が 　｢ひよこ宣言｣

残ることもあります。また、放課後をほっと一息心 施設｢にじと風｣の開所式の際に、｢ひよこ宣言｣

置きなくお友達と遊んだり喧嘩したりおやつを食べ をつくった当事者たち、保護者、関係者の思いを

たり宿題をしたり自由に過ごせる唯一の時間に大人 生命ある私たちが継続していきたいと思います。

の論理「課題や目標」を持ち込んでしまっていいの 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999.7.18）

だろうか？なんだか一生付きまといそうな課題や目 1.ずうっとこの町で暮したい

標の中で生きていくのは息が詰まるような人生を歩 　友だちと一緒にいろんなことをしたい

んでいく片棒を担いでしまったようなうしろめたさ 　自分のことは自分で決めたい、自分でやりたい

を感じています。 　でも、どうしても出来ないことは手伝って下さい

増え続ける子供たちに定員がありますといえなくて

8月からあらたに１か所開設いたしました。 2.今日ここに私たちの新しい場所が出来ました

かわいい小学生が多いので「にじと風キッズ」とい 　私たちは、ここに閉じこもることなく

たしました。現にじと風の２階です。お茶室があり 　ここを基地として

ます。屋上もあります。にじと風とは少し雰囲気が 　新しい一歩を踏み出すことを宣言します

違います。来春には初めて新築の事業所が完成いた

します。こちらの詳細は次号でお伝えいたします。

放課後を遊びたい遊ばせたいという願いに応えたい。

その一心で少しならず背伸びをしてしまいました。
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第17回全国放課後連研修会IN千葉

にじと風だより
東葉高速鉄道
八千代緑が丘

にじと風

ご参加ください

すっかり秋らしくなりました

　お問い合わせは
にじと風まで




